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九州大学病院による眼科手術補助剤「ＤＷ-1002（一般名：BBG250）」の 

医師主導治験（国内第Ⅲ相臨床試験）開始のお知らせ 
 
 

当社開発品の眼科手術補助剤「ＤＷ-1002（一般名：BBG250、九州大学病院開発コード：A0001）」

に関し、日本の白内障手術時の水晶体前嚢染色を対象として、九州大学病院（福岡市東区、病

院長：石橋達朗）が主体となり全国 7 医療機関で実施する、医師主導治験（国内第Ⅲ相臨床試

験）を開始いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．本医師主導治験の概要 

詳細は、別紙共同プレスリリースをご覧ください。 

 

 

２．今後の見通し 

本件による平成 29 年 12 月期業績予想の変更はありません。 

 

 
以 上 
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～安全な白内障手術に貢献～ 
 
 

九州大学病院（福岡市東区、病院長：石橋 達朗）は、株式会社デ・ウエスタン・セラピテク

ス研究所(名古屋市中区、代表取締役社長：日高 有一、以下、「ＤＷＴＩ」)が開発している眼科

手術補助剤「ＤＷ-1002（一般名：BBG250、九州大学病院開発コード：A0001、以下、「ＤＷ-1002」）」

を、日本の白内障（注１）手術時の水晶体前嚢（注２）染色を対象に、九州大学病院が主体となり全国

7 医療機関で実施する、医師主導治験（注３）（国内第Ⅲ相臨床試験）を開始いたしましたので、お

知らせいたします。 

 

「ＤＷ-1002」は、九州大学の研究グループが発見した BBG250（Brilliant Blue G-250）とい

う染色性の高い色素を主成分とした眼科手術補助剤であり、ＤＷＴＩは株式会社産学連携機構九

州（以下、「産学連携機構九州」）からの独占的ライセンスに基づき開発しています。 

この度、九州大学病院が主体となり全国 7 医療機関が参加する、医師主導による白内障手術時

の水晶体前嚢染色を適応症とした国内第Ⅲ相臨床試験が開始しました。本医師主導治験は、国立

研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の平成 29 年度「臨床研究・治験推進研究事業」に採

択されており、AMED から助成金を受けて進められています。 

 

九州大学病院が主体となり医師主導治験を行うことにより、専門性の高い医師との連携が可能

となり、ＤＷＴＩは、本医師主導治験の成果により、安全性の高い白内障手術の実施に貢献でき

ることを期待しています。 

 

 

ＤＷ-1002 について 

ＤＷＴＩは、九州大学の研究グループが発見した BBG250（Brilliant Blue G-250）という染色

性の高い色素を主成分とした眼科手術補助剤を、産学連携機構九州からの独占的ライセンスに基

づき開発しています。 

上記の眼科手術補助剤に関する日本以外の全世界向けの独占的なサブライセンスを Dutch 

Ophthalmic Research Center International B.V.（以下、「DORC 社」）に付与しており、DORC 社

は、平成 22 年９月から欧州等において、この眼科手術補助剤を製造・販売しています。この製品

は、BBG250 の高い染色性を利用して、眼内にある内境界膜を安全に染色し、眼科手術における内

境界膜剥離を行いやすくするものです。 

一方、日本国内については、わかもと製薬株式会社（以下、「わかもと製薬」）に眼科手術用途

の内境界膜染色についての独占的サブライセンスを付与しており、わかもと製薬が製造販売承認



 

の取得に向けて開発を進めています。 

ＤＷＴＩは、平成 29 年４月 30 日に、株式会社ヘリオスより当該事業を譲り受けました。 

 

なお、ＤＷ-1002 にかかる各開発品の現時点での進捗は以下のとおりです。 

開発コード 適応症 市場 開発段階 進捗状況 

ＤＷ-1002 

内境界膜剥離 欧州 上市 販売中 

内境界膜剥離 米国 第Ⅲ相臨床試験 DORC 社にて開発中 

内境界膜染色 日本 第Ⅲ相臨床試験 わかもと製薬にて開発中 

白内障手術 日本 第Ⅲ相臨床試験 九州大学病院にて医師主導治験実施中 

 

以 上 
用語解説 
（注１） 白内障 

 水晶体が白く濁り、視力障害を引き起こす病気です。主な原因は加齢によるもので、症状が進

行している場合には、濁った水晶体を取り除き、眼内レンズを挿入する手術が行われます。日本

では年間およそ 140 万件の手術が行われています。 

 

（注２）水晶体前嚢 

 水晶体の表面は、水晶体嚢という薄い透明の膜で覆われています。水晶体嚢の前面が前嚢、後

面が後嚢と呼ばれています。 

 

（注３）医師主導治験 

 医師・医療機関が主体となって行う臨床試験のことです。 

 

[九州大学病院の概要] 

所在地 福岡市東区馬出 3-1-1 

病院長 石橋 達朗 

URL     http://www.hosp.kyushu-u.ac.jp 

 

[株式会社ﾃﾞ･ｳｴｽﾀﾝ･ｾﾗﾋﾟﾃｸｽ研究所の概要] 

所在地 名古屋市中区錦 1-18-11  

代表者名 代表取締役社長 日高 有一 

URL     http://www.dwti.co.jp 
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